
 
解説

　摩擦がはたらく面での振動は，摩擦力も含めておもりにはたらく力を求め，

の式を導く。このことより，



周期ごとに振動の中心はずれていくが，おもりは一定周

期の単振動をすることがわかる。
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　　また，点とのエネルギーの変化を考えると
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　キ　単振動の周期
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　　の振動における振動の中心となるので　

　　



　　点　

　　



　　の振動における振動の中心なので　

　　　　　点　

　　これ以後は静止。よって，図のようになる。

講評

　単振動の標準問題．誘導が無ければお手上げ状態だが，この問題は丁寧な誘導が付いて

いるので，その誘導にのっていけば解ける問題．簡単な問題ではないが，この問題はきち

んと解けるようになっておきたい．
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